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大村 和輝 4 14
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平岡 勇人 6 30
松橋 和希 9 37
池田 健 0
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立命館大学

主審 東田　憲和 副審 大野　昭弘

勝ち点1
コ ー ト

戦評
【総括】
2巡目、4連勝で流れに乗っている関西学院大学と、負け越して苦しい流れで戦っている立命館大学のガードとなっ
た。序盤から関学大がディフェンスからリズムを作り、流れに乗っていく。立命館は#33竹村、#18葛原、#6松橋、#13
大竹を中心に第3ピリオドから流れを変える。このまま立命館が粘り強さを見せるものの、関学は焦りを見せず、#22
堤、#74中野、#10松原を中心に落ち着いたゲームをし、81ー63で関学が勝利した。
【第1ピリオド】
関学大がディフェンスから流れを作り、#22堤、#74中野、#15足立を中心に点を重ねていく。その中でも、立命館は
#33竹村を中心に徐々に流れを取り戻していく。しかし、関学#6松本のリバウンドから、また流れを作る。関学が中盤
から徐々に流れを掴み、24－13関学11点リードで第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
序盤は第1ピリオドと同じ流れのまま、関学大#10松原のドライブ、#74中野の3Pシュートを中心に点を重ねていく。そ
の中でも、立命館#18葛原のリーダーシップ、#13大竹の3Pシュートで流れを変えていく。しかし、関学大は#74中野の
3Pシュート、#6松本のリバウンドで立命館に流れを与えない。点差は縮まらず41－31関学10点リードで第2ピリオドを
終える。
【第3ピリオド】
ここから立命館が自分たちの流れを取り戻していく。#6松橋、#33竹村を中心にリズムを作る。ここから立命館#6松橋
のゴール下のシュートや#13大竹の3Pシュートで流れに乗っていく。関学大は我慢し続け、#22堤、#74中野、#10松
原を中心に点を重ねていく。立命館が流れを変えていくものの、関学大もながれを渡さず、62－54関学大8点リード
で第3ピリオドを終える。
【第4ピリオド】
立命館が流れに乗ったままオフェンスリバウンドに粘り強くからみ、インサイドで得点を重ねる。その中でも関学大は
#22堤のゲームコントロールで落ち着いたゲームをし、中々点差が縮まらない。このままゲーム展開は進み、最後は点
差を離した関学大が81－63で勝利した。
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